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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 26日 (2007.10.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 装 置 本 体 に 取 り 付 け ら れ た ス テ ッ プ モ ー タ に よ り 遮 光 部 材 を

駆 動 し て 光 量 を 調 節 す る 光 量 調 節 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス テ ッ プ モ ー タ は 、 前 記 装 置 本 体 に 対 し 、 こ の ス テ ッ プ モ ー タ の ロ ー タ 回 転 中 心 回
り で の 取 付 け 位 置 調 節 が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス テ ッ プ モ ー タ の 取 付 け 位 置 調 節 に よ り 、 前 記 遮 光 部 材 の 停 止 位 置 を 調 節 可 能 と し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ス テ ッ プ モ ー タ に よ り 遮 光 部 材 を 駆 動 し て 光 量 を 調 節 す る
光 量 調 節 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス テ ッ プ モ ー タ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ に ア ー ム 部 材 が 取 り 付 け ら れ 、 こ の ア ー ム 部 材
に 前 記 遮 光 が 連 結 さ れ て お り 、
　 前 記 ア ー ム 部 材 は 、 前 記 マ グ ネ ッ ト ロ ー タ に 対 し 、 ロ ー タ 回 転 中 心 回
り で の 取 付 け 位 置 調 節 が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ア ー ム 部 材 の 取 付 け 位 置 調 節 に よ り 、 前 記 遮 光 部 材 の 停 止 位 置 を 調 節 可 能 と し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ス テ ッ プ モ ー タ に よ り 遮 光 部 材 を 駆 動 し て 光 量 を 調 節 す る
光 量 調 節 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス テ ッ プ モ ー タ は

複 数 相 の コ イ ル を 有 し て お り 、
　 複 数 相 の コ イ ル の う ち 少 な く と も １ 相 の コ イ ル 通 電 回 路 の 抵 抗 値 を
調 節 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】

開 放 状 態 と 全 閉 状 態 と の 間
で

開 放 状 態 と 全 閉 状 態 と の 間 で

部 材
前 記 マ グ ネ ッ ト の

開 放 状 態 と 全 閉 状 態 と の 間 で

、 前 記 遮 光 部 材 に 連 結 さ れ 、 周 方 向 で 複 数 に 着 磁 さ れ た マ グ ネ ッ
ト ロ ー タ と 、 こ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ を 駆 動 す る た め の

前 記 へ の 通 電 を 行 う



　 前 記 少 な く と も １ 相 の コ イ ル の 通 電 回 路 に 可 変 抵 抗 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
に 記 載 の 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 抵 抗 値 の 調 節 に よ り 、 前 記 に 発 生 す る 磁 界 の 強 度 関
係 を 変 化 さ せ て 前 記 遮 光 部 材 の 停 止 位 置 を 調 節 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は
６ に 記 載 の 光 量 調 節 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か に 記 載 の 光 量 調 節 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 撮 影 装 置 。
 
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 銀 塩 カ メ ラ 、 ビ デ オ カ メ ラ 、 デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ 等 の 撮 影 装 置 に 用 い ら れ
る 光 量 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 風 車 ５ に は 、 後 述 す る ６ 枚 の 羽 根 ６ に 形 成 さ れ た 長 穴 ６ ｂ と 嵌 合 す る ６ 箇 所 の 羽 根 駆 動
ピ ン ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ ， ５ ｄ ， ５ ｅ ， ５ ｆ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 風 車 ５ に は 、 ア ー ム
ピ ン ３ ａ と 嵌 合 す る 長 穴 ５ ｇ が 形 成 さ れ て い る 。

 
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ に お け る ア イ リ ス ベ ー ス １ 、 ス テ ッ プ モ ー タ ２ お よ び ア ー ム ３ を 装 置 裏 側
（ 図 ３ の 紙 面 裏 側 ） か ら 見 た 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 ア イ リ ス ベ ー ス １ に は 、 ス テ ッ プ
モ ー タ ２ の 固 定 用 ビ ス 穴 ２ ａ に 挿 入 さ れ る ビ ス を 通 す た め の 固 定 用 ビ ス 下 穴 １ ｊ と 、 ス テ
ッ プ モ ー タ ２ の 回 転 止 め Ｕ 穴 ２ ｂ が 嵌 合 す る 回 転 止 め ピ ン １ ｋ と が 形 成 さ れ て い る 。 ま た
、 １ ｌ は ス テ ッ プ モ ー タ ２ の 嵌 合 穴 ２ ｃ と 嵌 合 す る で あ る 。 ま た 、 点 Ｏ ’ は ア ー ム
３ の 回 転 中 心 と な る 軸 受 け の 中 心 で あ る 。
 
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 図 ６ お よ び 図 ７ を 用 い て 実 際 の 絞 り ユ ニ ッ ト の 基 本 動 作 を 説 明 す る 。 こ こ で の ス
テ ッ プ モ ー タ は 、 Ａ 相 と Ｂ 相 の ２ 相 の コ イ ル を 有 し 、 か つ 周 方 向 に ２ ０ 極 に 着 磁 さ れ た マ
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ス テ ッ プ モ ー タ 複 数 相 に お け る

調 節

こ れ に よ り ア ー ム 部 材 と し て の ア ー ム ３
に 風 車 ５ を 介 し て 遮 光 部 材 と し て の 羽 根 ６ が 連 結 さ れ て い る 。

嵌 合 部



グ ネ ッ ト ロ ー タ を 有 し て お り 、 １ 相 通 電 と ２ 相 通 電 を 交 互 に 繰 り 返 す 、 所 謂 １ － ２ 相 駆 動
を 行 う と 、 ア ー ム （ マ グ ネ ッ ト ） の 回 転 角 度 は 、 ９ ° ず つ 変 位 す る 。
 
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ （ ａ ） は 、 Ａ 相 と Ｂ 相 の コ イ ル に 印 加 す る 電 流 の 方 向 を Ｈ （ Ｈ ｉ ） 、 Ｌ （ Ｌ ｏ ｗ ）
で 表 わ し た 駆 動 ス テ イ タ ス 表 で あ り 、 ア ー ム が 「 メ カ ク ロ ー ズ 端 」 か ら 「 メ カ オ ー プ ン
端 」 ま で の ５ ４ ° を 、 ９ ° ず つ 動 い た と き に 、 Ｆ ナ ン バ ー が 「 Ｃ （ ク ロ ー ズ ） 」 → 「 Ｆ Ｃ
（ ク ロ ー ズ ） 」 → 「 Ｆ ８ 」 → 「 Ｆ ４ 」 → 「 Ｆ ２ ． ８ 」 → 「 Ｆ ２ ． ３ 」  → 「 Ｆ ２ （ 開 放 ）
」 と 変 化 し て い く こ と を 表 わ し て い る 。
 
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し な が ら 、 実 際 の 光 量 調 節 装 置 で は 、 各 部 品 に 含 ま れ る 様 々 な 誤 差 要 因 （ 各 部 品 の
加 工 誤 差 、 各 部 品 組 付 け 誤 差 等 ） の た め に 、 上 記 説 明 の よ う に は い か ず 、 ア ー ム ３ の 各
停 止 位 置 （ つ ま り は 、 羽 根 の 停 止 位 置 ） が 設 計 値 位 置 か ら ず れ て し ま う こ と が 多 い 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 簡 単 な 構 成 で 、 良 好 な Ｆ ナ ン バ ー 精 度 が 得 ら れ る 光 量 装 置 を
提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 願 第 １ の 発 明 で は 、 装 置 本 体 に 取 り 付 け ら れ た ス テ ッ プ モ
ー タ に よ り 遮 光 部 材 を 駆 動 し て 光 量 を 調 節 す る 光 量 調 節 装 置
に お い て 、 ス テ ッ プ モ ー タ の ロ ー タ 回 転 中 心 回 り で の ス テ ッ プ モ ー タ の 装 置 本 体 に 対 す る
取 付 け 位 置 調 節 を 可 能 と し て い る 。
 
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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３

３

の

調 節

開 放 状 態 と 全 閉 状 態 と の 間 で



【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 願 第 ２ の 発 明 で は 、 ス テ ッ プ モ ー タ に よ り 遮 光 部 材 を 開 閉 方 向 に 駆 動 し て 光 量
を 調 節 す る 光 量 調 節 装 置 に お い て 、 ス テ ッ プ モ ー タ の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ に ア ー ム 部 材 が 取
り 付 け ら れ 、 こ の ア ー ム 部 材 に 遮 光 が 連 結 さ れ て い る 場 合 に 、 ロ ー タ 回
転 中 心 回 り で の マ グ ネ ッ ト ロ ー タ に 対 す る ア ー ム 部 材 の 取 付 け 位 置 調 節 を 可 能 と し て い る
。
 
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 願 第 ３ の 発 明 で は 、 ス テ ッ プ モ ー タ に よ り 遮 光 部 材 を

駆 動 し て 光 量 を 調 節 す る 光 量 調 節 装 置 に お い て 、 ス テ ッ プ モ ー タ が

複 数 相 の コ イ ル を 有 す る 場 合 に 、 こ れ ら 複 数 相 の コ イ ル の う ち 少 な く と も １ 相 の コ
イ ル 通 電 回 路 の 抵 抗 値 を 調 節 可 能 と し て い る 。
 
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 第 ３ の 発 明 に よ り 、 各 相 に 発 生 す る 磁 界 の 強 さ 関 係 を 変 化 さ せ る
こ と が で き る た め 、 マ グ ネ ッ ト ロ ー タ の 回 転 停 止 位 置 、 つ ま り は 遮 光 部 材 の 停 止 位 置 を 簡
単 に 調 節 で き る よ う に な り 、 各 部 品 に 誤 差 要 因 が 含 ま れ て い て も 良 好 な Ｆ ナ ン バ ー 精 度 （
特 に 、 小 絞 り 時 の Ｆ ナ ン バ ー 精 度 ） が 得 ら れ る 。
 
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 ア イ リ ス ベ ー ス １ に は ス テ ッ プ モ ー タ ２ の 固 定 用 ビ ス 穴 ２ ａ ’ を ビ ス 止
め す る た め の 固 定 用 ビ ス 下 穴 １ ｊ と 、 ス テ ッ プ モ ー タ ２ の 回 転 止 め Ｕ 穴 ２ ｂ ’ が 嵌 合 す る
回 転 止 め ピ ン １ ｋ と 、 ス テ ッ プ モ ー タ ２ の 嵌 合 穴 ２ ｃ と 嵌 合 す る １ ｌ と が 形 成 さ れ
て い る 。 点 Ｏ ’ は 、 ア ー ム ３ の 回 転 中 心 （ す な わ ち 、 ロ ー タ ４ の 回 転 中 心 ） と な る 軸 受 け
の 中 心 で あ る 。
 
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ス テ ッ プ モ ー タ ２ に 形 成 し た 固 定 用 ビ ス 穴 ２ ａ ’ と 回 転 止 め Ｕ 穴 ２ ｂ
’ と に 調 節 代 を 持 た せ 、 ス テ ッ プ モ ー タ ２ の ア イ リ ス ベ ー ス １ に 対 す る 点 Ｏ ’ 回 り で の 回
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転 位 置 調 節 （ ± ２ ° の 回 転 ） を 許 容 し て い る 。
 
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ス テ ッ プ モ ー タ ２ の ア イ リ ス ベ ー ス １ に 対 す る 取 り 付 角 度 調 節
を 行 う 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 ス テ ッ プ モ ー タ ２ の ア イ リ ス ベ ー ス １ に 対 す る 取 付 け 角
度 を 固 定 し て お き 、 ス テ ッ プ モ ー タ ２ の 内 部 で 、 マ グ ネ ッ ト ロ ー タ ４ に 対 す る ア ー ム ３ の
ロ ー タ 回 転 中 心 回 り で の 取 付 け 可 能 に 構 成 し て も よ い 。 こ
れ に よ り 、 上 記 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
 
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る ス テ ッ プ モ ー タ に お い て 、 Ａ 相 側 の 可 変 抵 抗 ２ １ ｃ の
抵 抗 値 Ｒ ２ １ ｃ と Ｂ 相 側 の 可 変 抵 抗 ２ ３ ｃ の 抵 抗 値 Ｒ ２ ３ ｃ と は 、 Ｒ ２ １ ｃ ＜ Ｒ ２ ３ ｃ の
関 係 を 満 た す よ う に 設 定 さ れ て い る 。
 
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 図 で は 、 先 に 述 べ た よ う に 、 Ｒ ２ １ ｃ ＜ Ｒ ２ ３ ｃ に 設 定 し て あ る の で 、 同 じ 電 圧
を 印 加 し た 場 合 、 Ａ 相 コ イ ル ２ １ に 流 れ る 電 流 の ほ う が 、 Ｂ 相 コ イ ル ２ ３ に 流 れ る 電 流 よ
り 大 き く な る 。 こ の た め 、 ス テ ー タ ２ １ ａ ， ２ １ ｂ に 発 生 す る 磁 界 の ほ う が 、 ス テ ー タ ２
３ ａ ， ２ ３ ｂ に 発 生 す る 磁 界 よ り も 強 く な る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 し た が っ て 、 Ｆ ４ の 位 置 を 起 点 に し て 、 Ｆ ４ → Ｆ ８ → Ｆ Ｃ （ ク ロ ー ズ ） → Ｃ （ ク ロ ー ズ
） と 動 か し て 行 っ た と き 、 １ 相 通 電 に よ る 停 止 位 置 で あ る （ １ ） Ｆ ４ 位 置 と （ ３ ） Ｆ Ｃ 位
置 で は 、 図 ５ に 示 し た 従 来 の 光 量 調 節 装 置 と 同 じ 位 置 に ア ー ム ３ が 停 止 す る が 、 ２ 相 通 電
に よ る 停 止 位 置 で あ る （ ２ ） Ｆ ８ 位 置 と （ ４ ） Ｃ 位 置 で は 、 Ａ 相 と Ｂ 相 の 各 ス テ ー タ に 発
生 す る 磁 界 の 強 度 バ ラ ン ス に 応 じ て ア ー ム ３ の 停 止 位 置 が Ｆ Ｃ 側 に ず れ る こ
と に な る 。
 
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
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２

（ 強 度 関 係 ）



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ２ 相 の コ イ ル で マ グ ネ ッ ト ロ ー タ を 駆 動 す る 場 合
に つ い て 説 明 し た が 、 ３ 相 以 上 の コ イ ル で マ グ ネ ッ ト ロ ー タ を 駆 動 し て も よ く 、 こ の 場 合
、 少 な く と も １ つ の 相 の コ イ ル に 可 変 抵 抗 を 接 続 す れ ば よ い 。
 
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 本 願 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 抵 抗 値 調 節 に よ っ て 各 相 に 発 生 す る
磁 界 の 強 さ 関 係 を 変 化 さ せ る こ と が で き る た め 、 マ グ ネ ッ ト ロ ー タ の 回 転 停 止 位 置 、 つ ま
り は 遮 光 部 材 の 停 止 位 置 を 簡 単 に 調 節 で き 、 各 部 品 に 誤 差 要 因 が 含 ま れ て い て も 良 好 な Ｆ
ナ ン バ ー 精 度 （ 特 に 、 小 絞 り 時 の Ｆ ナ ン バ ー 精 度 ） を 得 る こ と が で き る 。
 
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ５ 】
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